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反応生成物を加水分解して、イソプレンの鎖状還元単量体、 2 量体、 3 量体などが得られ、 2 量体で
は 3-4 及ぴ 4-4 結合、 3 量体以上では 3-4 結合が主生成物である。加水分解以前のイソプレン









考察した。次に、遷移金属触媒を検討した結果、パラジウム化合物では 1 - 1 結合、ニッケル化合物




に基づくことがわかった。ニッケル触媒存在下では反応系からフリーに新規な化合物として、 2 ， 5 , 
6 ートリメチル 1 , トランス- 3 , 6-へプタトリエン( 1 )、 2 ， 5 , 5 ートリメチルー 1 , ト
ランス- 3 , 6 へプタトリエン( II) 、及び脱水素きれた、 2 - (3 ーメチルシクロブテン- 2) 
-3 ーメチループタジェン -1 ， 3 (III) 、 2 ， 5 ージメチルビシクロ (4.2.0J オクター 2 ， 4
ージェン (N) などが生成することを見出した。( 1 )、 (II )はコバルト系Ziegler 触媒によるブダジ
ェンからの 3 メチル-1 ， 3 ， 6-へプタトリエンの生成と対応して興味があり、 (N) は 2 ， 5 









量体では主として 3-4 および、 4-4 結合体であるが三量体以上では大部分が 3-4 結合体である。





られた。例えば、 Pd では 1- 1 結合体、 Ni では 1 -4 結合体が増加する。 Ni 触媒で、は遊確の炭化水素
が生じるとともにDρ 分解でD 原子 1 個をふくむ炭化水素がえられた。これらの水素化きれた炭化水
素の水素源が、溶媒のテトラヒドロフランではなく イソプレンのオリゴマーで、あることを実験的に
証明して、これら炭化水素の生成経路をそれらの構造から合理的に説明することができた。
以上の如く中野君の研究はイソプレンと金属マグネシウムの反応に関して種々の新知見を与えたも
ので、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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